
 
 

  

当部門は、2019 年にオープンした新しい研究室です。 
私たちは、マウスを使った行動実験、神経細胞の顕微鏡観察や脳波の取得、データの数理

解析などの実験技術を駆使して、記憶をはじめとする認知機能を発揮する脳のメカニズム

を理解し、その機能と関連する脳神経系疾患の病態を説明する新しい科学的コンセプトを

提唱することを目指して研究を進めています。 
一緒に研究を遂行してくれる学生さんの参加を期待しています。 

 

  

研究内容① 脳が記憶を獲得するメカニズムの解明 ~記憶を“見る”･”操作する”~ 
 記憶は、学習や新しい体験をした時に活動し活性化した神経細胞に獲得されることが明

らかになりました。この細胞は、“記憶痕跡細胞” と呼ばれます。 
 しかし、新しい体験の記憶の情報が、

脳の中でどのように表現されているの

かは不明でした。そこで私たちは、自

由に動いているマウスの脳内の神経細

胞の活動を、超小型顕微鏡を使って観

察する方法を開発しました。そして記

憶情報が、経験後の睡眠中や記憶を思

い出す際に、記憶痕跡細胞が作る複数

のグループ活動として脳内に流れてい

ることを発見しました（Nature Communications, 2019; この研究内容は、日本経済新聞の

電子版や、livedoor News や ORICON NEWS などのインターネットニュースで紹介されま

した）。 
また、最新の神経科学の技術を使

うと、狙った神経細胞の活動を光で

操作することが可能です。私たちも

この方法を使って、記憶痕跡細胞の

操作法を開発しました。そして、緑

色とマゼンダ色の記憶痕跡細胞（左

図）を操作して、それぞれの細胞が

持つ 2 つの記憶を融合した新し人

工記憶を作ることに成功しました（Cell Reports, 2015; 研究内容は、NHK サイエンス･ゼ

ロや TBS ひるおび、朝日新聞等で紹介されました）。 
 このような研究を認知症モデルマウスなどに応用して、認知症と記憶障害の関連の解明

や、記憶低下の改善法の開発、また、快い記憶が異常に強化する依存症の理解を目標に研究

を進めています。 
 

研究内容② どうすれば認知機能障害を改善できるか？ ~ 精神疾患モデルマウスを⽤い

た研究 ~ 
認知機能とは、記憶をはじめ、目の前の仕事や勉強に集中したり、物事の計画を立てたり、

判断して実行する能力を指します。統合失調症や一部の発達障害の罹患者では、これらの認

知機能の低下が見られ、当人や家族の生活、社会活動に大きな影響を与えることが知られて

います。また、認知機能の低下が罹患者の社会復帰を妨げる大きな要因となっていることが

わかっているものの、いまだ効果的な治療法が確立されていません。我々は、認知機能低下

のメカニズムを明らかにすることによって、有効

な治療法の創出に貢献したいと考えています。 
統合失調症では、言語性記憶・言語流暢性・注

意・ワーキングメモリ・実行機能などの様々な認

知機能に顕著な低下が認められています。その中

で我々は、ワーキングメモリや実行機能に着目

し、モデルマウスを用いて認知機能低下のメカニ

ズムを行動から神経活動レベルで理解し、改善さ

せる手法の探索を行っています（右図）。具体的

には、薬剤の投与や神経活動を操作する技術によ

ってモデルマウスの脳活動に変化を与え、認知機

能（行動）・認知機能課題中の神経細胞の活動（行

動を引き起こす神経活動パターンを探索）・神経

細胞ネットワーク（形態から機能を推定し、障害

部位を探索）への影響を解析し、認知機能低下を

改善させる手法の検証を試みています。 
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